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「言
げん

語
ご

と文
ぶん

化
か

と人
ひと

」４ 

言
げん

語
ご

と文
ぶん

化
か

と教
きょう

養
よう

 

 

 今
いま

、ドイツのマルクス・ガブリエルが大
だい

人
にん

気
き

です。ルックスがよくて、話
はな

し方
かた

もカッコいい人
ひと

です。で

も、ミュージシャンや映
えい

画
が

俳優
はいゆう

ではありません。哲学
てつがく

者
しゃ

です。 

 ガブリエルは 1980年
ねん

生
う

まれですので、まだ 40代
だい

。今
いま

、ボン大学
だいがく

の教
きょう

授
じゅ

です。かれは『なぜ世
せ

界
かい

は存在
そんざい

しないのか』という本
ほん

で一
いっ

気
き

に現代
げんだい

哲学
てつがく

のスーパースターになりました。この本
ほん

のオリジナルはドイツ語
ご

で、2013年
ねん

に出
しゅっ

版
ぱん

されました。そして、2年
ねん

後
ご

の 2015年
ねん

に英
えい

語
ご

版
ばん

が出
しゅっ

版
ぱん

されました。日
に

本
ほん

語
ご

版
ばん

は 2018年
ねん

です。 

 この本
ほん

の日
に

本
ほん

語
ご

のタイトルは、正確
せいかく

ではありません。このタイトルだと、世
せ

界
かい

は存在
そんざい

しないことになり

ます。英
えい

語
ご

のタイトルは「Why the world does not exist」となっています。問題
もんだい

は冠
かん

詞
し

「the」です。もちろ

ん、ドイツ語
ご

でも冠
かん

詞
し

「die」がついています。そして、日
に

本
ほん

語
ご

では、冠
かん

詞
し

がありません。 

 この本
ほん

でガブリエルが言
い

いたいのは、「それぞれの集
しゅう

団
だん

にはその集
しゅう

団
だん

がイメージしていてその中
なか

に住
す

んでいる“a world”（一
ひと

つの世
せ

界
かい

）はある。そして、この世
せ

界
かい

にはさまざまな集
しゅう

団
だん

がある。だから、さま

ざまな“worlds”はある。しかし、誰
だれ

もがみんな認
みと

める“the world”（唯一
ゆいいつ

の世
せ

界
かい

）はない」ということで

す。ですから、日
に

本
ほん

語
ご

のタイトルは本当
ほんとう

は『なぜ、唯一
ゆいいつ

の世
せ

界
かい

は存在
そんざい

しないのか』としなければなりませ

ん。 

 動物
どうぶつ

は、自
し

然
ぜん

のままの体
からだ

と自
し

然
ぜん

のままの感覚
かんかく

器
き

官
かん

で環
かん

境
きょう

と交
まじ

わって生
い

きています。人間
にんげん

の場
ば

合
あい

は、文
ぶん

化
か

的
てき

に調
ちょう

律
りつ

された感覚
かんかく

器
き

官
かん

で環
かん

境
きょう

と交
まじ

わって生
い

きています。そして、環
かん

境
きょう

自
じ

体
たい

も文
ぶん

化
か

的
てき

に改変
かいへん

されて

います。このように文
ぶん

化
か

によって、経験
けいけん

の基
き

盤
ばん

となっている環
かん

境
きょう

が異
こと

なり、そこで生
い

きるために調
ちょう

律
りつ

さ

れた感覚
かんかく

器
き

官
かん

が異
こと

なるわけですから、文
ぶん

化
か

が異
こと

なる人
ひと

たちが出会
で あ

ったときに、異
こと

なる世
せ

界
かい

が見
み

えて、異
こと

な

る世
せ

界
かい

を経験
けいけん

してしまうのは当然
とうぜん

です。「唯一
ゆいいつ

の世
せ

界
かい

はない」ということです。 

 グローバル化
か

した現代
げんだい

の社
しゃ

会
かい

では、国
こっ

境
きょう

を越
こ

えた人
ひと

の動
うご

きがますます活発
かっぱつ

になり、文
ぶん

化
か

、言
げん

語
ご

、習
しゅう

慣
かん

、

宗 教
しゅうきょう

などが異
こと

なる人
ひと

と接
せっ

触
しょく

し交
こう

流
りゅう

することが日
にち

常
じょう

的
てき

なこととなっています。つまり、多
た

様
よう

な背景
はいけい

を

持
も

つ人々
ひとびと

と調
ちょう

和
わ

を保
たも

ちながら生
い

きていくことが普
ふ

通
つう

のことになっているのです。そんな時
じ

代
だい

に生
い

きるわ

たしたちは、ガブリエルの言
い

う「唯一
ゆいいつ

の世
せ

界
かい

はない」ということを常
つね

に自
じ

覚
かく

しておかなければなりませ

ん。自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

に見
み

えている世
せ

界
かい

、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

が美
うつく

しいと思
おも

っている世
せ

界
かい

は、決
けっ

してみんなに見
み

えている世
せ

界
かい

、みんなが美
うつく

しいと思
おも

う世
せ

界
かい

ではありません。 

 「わたし」に見
み

えている世
せ

界
かい

は、「みんな」に見
み

えている世
せ

界
かい

にはなりません。「わたし」にとって美
うつく

しい世
せ

界
かい

は、「みんな」にとって美
うつく

しい世
せ

界
かい

にはなりません。「わたし」の世
せ

界
かい

と「あなた」の世
せ

界
かい

は似
に

ていることはありますが、両
りょう

者
しゃ

の間
あいだ

にはいつも違
ちが

いがあります。誰
だれ

の世
せ

界
かい

も、「みんな」の世
せ

界
かい

にはな
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り得
え

ないのです。 

 

（1138字
じ

） 

（2020.12 Written by Koichi NISHIGUCHI） 

 

 

この作品
さくひん

はクリエイティブ・コモンズ 表
ひょう

示
じ

 - 非
ひ

営
えい

利
り

 - 継
けい

承
しょう

 4.0 国際
こくさい

 ライセンスの下
もと

に提
てい

供
きょう

されています。この作品
さくひん

を利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

は、「たどくのひろば」を出
しゅっ

典
てん

として示
しめ

してください。 

例
れい

）出
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典
てん
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